
鹿児島県知事選挙に関する談話 

２０２０年６月１１日 
公明党鹿児島県本部 
代表 成 尾 信 春 

 
 公明党鹿児島県本部は、来る７月１２日（日）執行予定の鹿児島県

知事選挙において、現職の三反園訓氏を｢推薦｣することに決定を致

しました。 
 
推薦の経過 
  昨年１２月１８日、三反園訓候補より、書面にて推薦依頼を受け、

県議団として政策や実績など過去１期４年の三反園県政のあり方

など種々検討し、５月３０日に持ち回り幹事会で現職知事の推薦

を決定しました。 
６月１日に党九州本部の了解を得れたので、党本部に承認を求め

ました。 
本日６月１１日党本部中央幹事会で、党本部推薦が承認されまし

たのでご報告いたします。 
推薦の理由 

１．我が党の政策に対する理解と協力の姿勢。  
 ①ピロリ菌検査を高校１年生全員に実施 
 ②ヘルプカードの導入 
 ③HTLV-1 等母乳を介する母子感染対策事業の実施。 

 ２. 県下全域で県民と対話を重ねる姿勢や政策等に 
おいて与党との価値観を共有できる 

これらの状況を総合的に判断して党県本部として推薦を決定。 
支 援 活 動 

 ・公明党として、独自に支援活動を展開していく。 


